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第 82 回分析化学討論会

講演募集要項等につきましては，本号お知らせ欄の末尾に掲

載しました。ご参照いただきますようお願いします。

2021 年度液体クロマトグラフィー分析士
三段認証試験実施のお知らせ

標記につきまして，下記要領で実施する予定ですので，お知

らせいたします。

期日 2022 年 1 月 14 日（金）14.00～16.00
会場 五反田文化会館〔東京都品川区西五反田 1322，交

通：JR・都営地下鉄「五反田」駅より徒歩 3 分〕

三段資格のイメージ 各種分析士に共通するものとして，「新

しい分析法を開発し，その妥当性確認（Method validation）
を計画し，実施できるレベル。当該分析・測定技術に関連す

る学術的知識に詳しく，経験が深い。」と規程されます。液

体クロマトグラフィー分析士においては「HPLC を用いた

試験に関連する前処理に関する知識が十分である。与えられ

た公定法や論文を正確に読みこなし，自らその試験を行うか

SOP を作成することができる。」ことが求められます。な

お，試験問題としては科学並びに分析化学一般に関する知識

を問う内容が約 30％含まれます。

受験料 7,700 円（合格者は登録料 4,400 円を別途申し受けま

す）。入金確認後，受験番号をお知らせします。

受験資格 受験できる方はこれまでに行われた液体クロマトグ

ラフィー分析士二段試験に合格し，登録された方に限ります。

申込方法 受験料の銀行振込後，専用ホームページ（https://
forms.gle/hycVo28vL824Bt8a7）にアクセスして必要事項

を入力してください。

申込締切 12 月 23 日（木）

振込銀行口座 りそな銀行五反田支店普通預金 0802349 名

義：公益社団法人日本分析化学会液体クロマトグラフィー研

究懇談会（(シャ)ニホンブンセキカガクカイエキタイクロマ

トグラフィー）。複数名の受験料を一括で振込まれた場合

は，その旨と受験者のお名前を専用ホームページ内に記入し

てお知らせください。一度お振り込みいただいた受験料は返

却しません。万一，コロナ禍等で試験が中止された場合に

は，次回の受験料を免除します。

問合先 (公社)日本分析化学会・LC 研究懇談会・分析士認証

専門部会〔nakamura＠jsac.or.jp〕

2021 年度イオンクロマトグラフィー分析士
（初段）試験

期日 2022 年 1 月 24 日（月）午後 2.00～午後 3.30 分（90 分）

試験方式 リモートによる筆記試験（50 問，1 問つき 4 つの

選択肢から一つ選択）

受験料 9,900 円（税込）

受験申込締切 12 月 24 日（金）午後 5.00
問合先 〒7808520 高知県高知市曙町 251 高知大学理

工学部 イオンクロマトグラフィー研究懇談会事務局 森

勝伸・森みかる〔電話：0888448306，Email：ic＠jsac.
jp〕

2021 年度 LC/MS 分析士三段認証試験実施の
お知らせ

標記につきまして，下記要領で実施する予定ですので，お知

らせいたします。

期日 2022 年 1 月 20 日（木）14.00～16.00
会場 五反田文化会館〔東京都品川区西五反田 1322，交

通：JR・都営地下鉄「五反田」駅より徒歩 3 分。

三段資格のイメージ 各種分析士に共通するものとして，「新

しい分析法を開発し，その妥当性確認（Method validation）
を計画し，実施できるレベル。当該分析・測定技術に関連す

る学術的知識に詳しく，経験が深い。」と規程されます。LC
/MS 分析士においては「LC/MS を用いた試験に関連する

前処理に関する知識が十分である。与えられた公定法や論文

を正確に読みこなし，自らその試験を行うか SOP を作成す

ることができる。」ことが求められます。なお，試験問題と

しては科学並びに分析化学一般に関する知識を問う内容が約

30％含まれます。

受験料 7,700 円（合格者は登録料 4,400 円を別途申し受けま

す）。入金確認後，受験番号をお知らせします。

受験資格 受験できる方はこれまでに行われた LC/MS 分析士

二段試験に合格し，登録された方に限ります。

申込方法 受験料の銀行振込後，専用ホームページ（https://
forms.gle/LC4sptcsabxhtJkw9）にアクセスして必要事項を

入力してください。

申込締切 12 月 28 日（火）

振込銀行口座 りそな銀行五反田支店普通預金 0802349 名

義：公益社団法人日本分析化学会液体クロマトグラフィー研

究懇談会（(シャ)ニホンブンセキカガクカイエキタイクロマ

トグラフィー）。複数名の受験料を一括で振込まれた場合

は，その旨と受験者のお名前を専用ホームページ内に記入し

てお知らせください。一度お振り込みいただいた受験料は返

却しません。万一，コロナ禍等で試験が中止された場合に

は，次回の受験料を免除します。

問合先 (公社)日本分析化学会・LC 研究懇談会・分析士認証

専門部会〔nakamura＠jsac.or.jp〕

第 11 回分析化学の基本と安全セミナー
（オンラインセミナー）

期日 2022 年 2 月 4 日（金）9.30～17.15
Web ソフト Zoom

受講申込締切 2022 年 1 月 17 日（月）（必着）

受講料 日本分析化学会会員（個人・団体会員）20,000 円，

会員外 30,000 円（税込み）

申込・問合先 〒1460085 東京都大田区久が原 6226 第

11 回分析化学の基本と安全セミナー実行委員会 実行委員

長 平井昭司〔電話：0364103818，Email : shirai＠
silk.plala.or.jp〕

令和 3 年度分析イノベーション交流会：
テーマ「カーボンニュートラル」「前処理」

～参加募集～

主催 分析イノベーション交流会

口頭発表，技術交流会（ショートプレゼンテーション），依

頼講演を中心にした，オンライン開催の技術研究交流会です。

日本分析化学会の従来の枠組みでは得られない，分野を越えた

マッチング，セレンディピティ，俯瞰的思考，複眼的着想の場

を提供します。

また，「分析化学」誌や若手の会，産業界シンポジウム実行

委員会，関東支部事業の分析機器講習会，地区交流会と連携

し，分析分野の活性化やステータスの向上，プレゼンスの拡大

を図ります。

期日 2022 年 1 月 25 日（火）・26 日（水）
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会場 オンライン開催（Zoom）

ホームページ

http://bunseki-innovation.net/index.html
参加費 無料

募集する講演形式 ショートプレゼンテーション（オンライン，

10 分ほど）

スケジュール

講演・要旨提出締切：2022 年 1 月 17 日（金）

参加申込締切：2022 年 1 月 21 日（金）

講演申込・参加申込 上記ホームページからリンクしてある

グーグルフォーム，もしくは電子メール（mail＠bunseki-
innovation.net）でお申込みください（お名前，ご所属，メー

ルアドレス，連絡のとれる電話番号を記載ください）。

講演要旨要綱 上記ホームページにあるテンプレートファイル

をご使用ください。

問合先 〒1538902 東京都目黒区駒場 381 東京大学大

学院総合文化研究科 分析イノベーション交流会実行委員長

豊田太郎〔電話：0354657634，Email：mail＠bunseki-
innovation.net〕

第 27 回 LC & LC/MS テクノプラザ
～講演募集～

主催 (公社)日本分析化学会液体クロマトグラフィー研究懇

談会（LC 懇）

共催 (公社)日本分析化学会，（公社)日本化学会，（公社)日

本薬学会，（公社)日本農芸化学会ほか

LC および LC/MS を日常的に利用しているオペレーター，

技術者の方々の情報交換，問題解決・相互交流の場として，標

記テクノプラザを開催します。本プラザの特色は，従来の一般

講演や機器・カタログ展示に加え，現場の共通の悩みをその都

度「集中テーマ」として取り上げ，実例を材料として具体的に

議論することです。問題を解決できた例，問題提起の段階でと

どまっている例，これから問題になりそうな事柄などが，いず

れも「集中テーマ」の対象になります。この会の主要な目的の

一つは，発表していただいた個々の問題を参加者全体の共通の

認識にすることにあります。従って，未解決の問題や失敗例で

も一向に構いません。役に立つ情報であれば，いわゆるオリジ

ナリティーには必ずしもこだわりません。なお，本テクノプラ

ザの講演者は，次年度の「液体クロマトグラフィー努力賞」の

審査対象となります。

期日 2022 年 1 月 27 日（木）・28 日（金）

会場 Zoom ウェビナー（詳細は LC 懇ホームページ参照）

講演募集分類 ◯１ 集中テーマ：（A)前処理における諸問題，

（B)分離における諸問題，（C)検出・データ解析における諸

問題，（D)未解決の諸問題，教訓的失敗例，◯２ 一般テーマ。

なお，以下の講演・表彰など（募集しません）も予定されて

おります。企業ヒストリー講演，体験講演，CERI クロマト

グラフィー分析賞受賞講演，LC 努力賞受賞講演，LC 科学

遺産認定講演，LC/MS 技術講座，ベストオーガナイザー賞

表彰，テクノプラザベストプレゼンテーション賞表彰。

発表形式 Zoom ウェビナー口頭発表

講演申込方法 講演申込は，LC 懇のホームページから（必要

事項を明記）

講演申込締切 12 月 24 日（金）

講演要旨締切 1 月 11 日（火）執筆要領に従って要旨を作成

し，電子メールに添付。

講演要旨執筆要領

1. A4 判白紙を縦に使用し，横 17 cm，縦 25 cm の枠内

（標準は 1 行 38 字，1 枚 38 行）にワープロで 1～2 枚作

成してください。要旨集は A4 判で作製します。

2. 講演番号記入欄として，1 枚目の左上隅（左 8 字×4 行

分）は空白としてください。

3. 講演題目（拡大文字）を書き，1 行あけて発表者の所属

と氏名を書く。所属は括弧内にまとめ，氏名にはふりがな

を，また発表者の氏名の前には○印を付けてください。

4. 所属・氏名の下を 1 行あけて，目的，実験，結果，考察

などに分けて本文を書いてください。

5. 2 枚目は最上段から書いてください。

講演申込先 https://forms.gle/CvZxXxdvmaZYUjJQ9
要旨提出先 Email：nakamura＠jsac.or.jp
登録費 一般 4,000 円，学生 2,000 円。

技術情報交換会 1 月 27 日（木）18 時より（参加費 1,000 円）

参加申込および登録費等納入締切日 1 月 20 日（木）（入金締

切時刻：15 時まで）

銀行送金先 りそな銀行五反田支店（普通）0802349，口座名：

シャ）ニホンブンセキカガクカイ〔（公社)日本分析化学会・

液体クロマトグラフィー研究懇談会〕

第 89 回日本分析化学会有機微量分析研究懇談会
第 119 回計測自動制御学会力学量計測部会

第 39 回合同シンポジウム

主催 (公社)日本分析化学会有機微量分析研究懇談会

共催 (公社)計測自動制御学会力学量計測部会

協賛 (公社)日本分析化学会，（公社)日本化学会，（公社)日

本薬学会

後援 北海道大学創成研究機構グローバルファシリティセン

ター

期日 2022 年 6 月 23 日（木）・24 日（金）

会場 北海道大学 学術交流会館 他〔北海道札幌市北区北 8
条西 5 丁目）

内容 特別講演・一般講演（口頭発表，ポスター発表）

発表申込締切 2022 年 2 月 10 日（木）必着

発表申込方法 ◯１ 講演形式（口頭・ポスター発表），◯２ 申込区

分（一般 or 若手（30 歳以下）），◯３ 申込者氏名，◯４ 会員番

号（有機微量分析研究懇談会会員の場合），◯５ 郵便番号・連

絡先住所（所在地），◯６ 電話番号，◯７ FAX 番号，◯８ メール

アドレス，◯９ 所属機関（和文名および英文名），◯10 講演題目

（和文題目および英文題目），◯11 発表者氏名（講演者の前に

〇印），◯12 発表者英文氏名，◯13 講演の概要（和文 100 字程

度）を，封書または Email（件名：合同シンポジウム講演

申込）にて下記の申込先宛にお送りください。

講演要旨原稿締切 2022 年 4 月 18 日（月）必着

事前参加登録締切 2022 年 5 月 20 日（金）必着

参加登録費 ◯１ 主催・共催及び協賛学会会員：4,000 円（5 月

20 日（金）まで），5,000 円（5 月 21 日（土）以降），◯２ 非

会員：6,000 円，◯３ 学生：2,000 円

申込・問合先 〒0010021 北海道札幌市北区北 21 条西 11
丁目 シオノギ創薬イノベーションセンター 2 階 北海道

大学創成研究機構グローバルファシリティセンター機器分析

受託部門 武田希美〔電話：0117069183，Email：
symposium2022＠gfc.hokudai.ac.jp〕

詳細は，日本分析化学会有機微量分析研究懇談会の HP
（https://www.jsac.or.jp/~orgmicro/）にも掲載予定です。
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―以下の各件は本会が共催・協賛・
後援等をする行事です―

◎詳細は主催者のホームページ等でご確認ください。

女子大学院生・ポスドクのための産総研所内
紹介と在職女性研究者との懇談会

主催 産業技術総合研究所総務本部ダイバーシティ推進室

期日 11 月 26 日（金)～12 月 14 日（火）

会場 オンライン開催

ホームページ

https://unit.aist.go.jp/innhr/diversity2020/ja/events/211126_
event.html

連絡先 〒3058560 茨城県つくば市梅園 111 中央第一

情報棟 7F (国研)産業技術総合研究所 総務本部ダイバー

シティ推進室〔Email：diversity-event-office-ml＠aist.go.
jp〕

2021 石油製品討論会

主催 (公社)石油学会

期日 12 月 8 日（水）

会場 国立オリンピック記念青少年総合センターおよびオンラ

イン（Zoom Webinar）
ホームページ http://www.sekiyu-gakkai.or.jp/
連絡先 〒1010041 東京都千代田区神田須田町 184 陽

友神田ビル (公社)石油学会 石油製品討論会係〔電話：

0362064301，FAX：0362064302，Email：events＠
sekiyu-gakkai.or.jp〕

第 18 回材料セミナー
「産業用ボイラ設備の管理の基礎と技術動向｣

主催 化学工学会化学装置材料部会

期日 12 月 16 日（木）

会場 オンライン開催

ホームページ http:/www.scej-kt.org
連絡先 〒1120006 東京都文京区小日向 4619 共立会館

内 (公社)化学工学会関東支部〔電話：0339433527，
FAX：0339433530，Email：info＠scej-kt.org〕

JST さきがけ「電子やイオンなどの能動的制御と
反応」領域・オンライン公開シンポジウム

反応制御でエネルギーと環境の未来を拓く
～さきがけ若手研究者たちの挑戦～

主催 (国研)科学技術振興機構

期日 2022 年 1 月 8 日（土）

会場 オンライン

ホームページ

https://www.jst.go.jp/kisoken/presto/event/index.html
連絡先 〒1020076 東京都千代田区五番町 7 (国研)科学技

術振興機構 戦略研究推進部 さきがけ「反応制御」領域担

当〔Email：controlled-reaction＠jst.go.jp〕

第 4 回「マイクロプラスチック・シンポジウム｣

主催 マテリアルライフ学会

期日 2022 年 1 月 11 日（火）

会場 オンライン開催

ホームページ http://materials-life.org/
連絡先 〒1160011 東京都荒川区西尾久 71216 創文印

刷工業株内 マテリアルライフ学会〔電話：0338930111，
FAX：0338936611，Email：mls＠kt.rim.or.jp〕

第 30 回放射線利用総合シンポジウム

主催 (一社)大阪ニュークリアサイエンス協会

期日 2022 年 1 月 17 日（月）

会場 ONSA Office 会議室

ホームページ http://onsa.g.dgdg.jp/
連絡先 〒5420081 大阪府大阪市中央区南船場 3327

(一社)大阪ニュークリアサイエンス協会〔電話：066282
3350，FAX：0662823351，Email：onsa-ofc＠nifty.com〕

第 38 回希土類討論会

主催 日本希土類学会

期日 2022 年 5 月 11 日（水）・12 日（木）

会場 熊本市国際交流会館

ホームページ http://www.kidorui.org/
連絡先 〒5650871 大阪府吹田市山田丘 21 大阪大学大学

院工学研究科 応用化学専攻内 日本希土類学会事務局〔電

話：0668797352，FAX：0668797354，Email：
kidorui＠chem.eng.osaka-u.ac.jp〕

「分析化学」特集“高分子分析―この 10 年の
進歩”の論文募集

「分析化学」編集委員会

「分析化学」編集委員会は，高分子分析研究懇談会と共同で

「高分子分析―この 10 年の進歩」と題した特集を企画しまし

た。高分子材料の特性や分子構造を精密に分析することは，材

料特性の発現機構の解明，精密な分子設計，さらには耐久寿命

の予測などを行うための重要な基盤となっています。最近の分

析機器の進歩やコンピューター技術の発展には目を見張るもの

があり，これらの技術の進歩を再認識するために，今回の特集

号を企画しました。

本特集号では高分子材料を対象とする，実試料の前処理，組

成，分子構造，高次構造，構造と物性との相関，物性発現機

構，および重合機構等の解析に関する基本原理，手法開発や解

析実例などについての論文の投稿をお待ちしています。奮って

ご投稿ください。詳細は「分析化学」誌 12 号またはホームペー

ジをご覧ください。

特集論文申込締切：2022 年 2 月 15 日（火）

特集論文原稿締切：2022 年 4 月 15 日（金）

「分析化学」 年間特集“省”の論文募集

「分析化学」編集委員会

「分析化学」では 2010 年より「年間特集」を企画しており，

2022 年度は「省」をテーマとすることと致しました．

世界の総人口は現在約 78 億人となり，人々が健康で豊かに
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暮らしていくためには，限られた資源を有効に活用することが

不可欠です。また，誰もが高度な科学技術や医療技術の恩恵を

受けられるよう工夫することは，持続可能な開発の理念に資す

る，転じて我が国の近現代史を顧みますと，少ない資源の元で

の効率の良い技術開発はお家芸と表現しても過言ではなく，分

析化学の分野においても，新しい分析方法・技術の開発や改良

を通して，複雑化・多様化した現代社会に大きく貢献している

ところです。

こうした背景から，本特集では「省」をキーワードとして分

析化学における基礎・応用を含めて幅広い観点で見渡し，分析

化学が担う役割を社会に向けて発信することを目的としていま

す．国内外，産学官を問わず，「省」に関わる分析化学の研究・

開発に従事されている多くの皆様方からの投稿をお待ちしてお

りますので，是非この機会をご活用ください．なお，詳細は

「分析化学」誌の 12 号及びホームページをご参照ください。

特集論文原稿締切：2022 年 4 月 22 日（金）（第 3 期）

初めて書く論文は母語の日本語で！
“第 21 回若手研究者の初論文特集”募集のお知らせ

「分析化学」編集委員会

「分析化学」編集委員会では，2022 年（第 71 巻）に第 21
回「若手研究者の初論文特集」を企画します。卒研生，修士・

博士課程院生並びに若手研究者の方々にとって，ご自分の研究

成果を日本語で投稿できるよい機会です。なお，2019 年より

本特集を年間特集とし，都合の良いときに執筆して投稿できる

ようにしました。年間を通して論文原稿を受け付け，審査を経

て掲載可になり次第随時掲載いたしますので，奮ってご投稿く

ださい。

なお，詳細は「分析化学」誌 HP をご参照ください。

『ぶんせき』再録集 vol. 1 出版のお知らせ

ぶんせき誌の過去記事の有効利用の一環として，記事をまと

めて書籍化するという試みを行っています。2021 年 5 月 10
日に，『ぶんせき』再録集 vol. 1 が出版されました。

この巻には，2011 年から 2020 年まで，10 年間分の＜ミニ

ファイル＞の記事が詰まっています。たっぷり 256 ページ，

2,750 円（税込み）のお値打ち本です。多岐にわたる『知って

得する 分析化学の豆知識』を堪能できます。

本書は下記 10 章からなり，それぞれに 12 から 14 の話題が

集められています。

1. 実験器具に用いられる素材の特徴

2. 分析がかかわる資格

3. 顕微鏡と画像データ処理

4. 最新の web 文献検索データベース

5. ポータブル型分析装置

6. 分析化学と材料物性

7. 分析化学者のための多変量解析入門

8. 土壌分析

9. サンプリング

10. 前処理に必要な器具や装置の正しい使用法

過去のミニファイルをファイリングしておきたいときに，初

学者への参考書をお探しのときに，また，非学会員の方に分析

化学会のアピールをしたいときに，ぜひご活用ください。

本書はアマゾンオンデマンド出版サービスを利用して出版し

た書籍ですので，書店には並びません。アマゾンサイトからの

ネット注文のみとなりますので，ご注意ください。ネットで

「ぶんせき 再録集」と入力して検索しても，すぐに出てきま

す。詳しくは「ぶんせき」誌ホームページをご確認ください。

「お知らせ」欄原稿について

支部並びに研究懇談会の役員の皆様：掲載用の原稿ファイル

をどうぞ電子メールでお送りください。送り先は shomu＠
jsac.or.jp です。原稿の長さに制限はありませんが原稿締切日

は掲載月の前々月 25 日（例：1 月号掲載→11 月 25 日締切）

となっておりますのでご注意ください。

本会外から掲載をご希望の場合は以下をご参照ください。

1) 掲載できるものは本会が共催，協賛，後援するものに限

られます。

2) 国際会議につきましては共催，協賛，後援申請に関する

規程並びにフォームがありますので，ホームページをご覧い

ただくか，本会事務局長宛にお問い合わせください。

3) 国際会議以外の講演会等に関しましては，会名，会場，

主催団体名，同代表者名，開始期日，終了期日，連絡先並び

に同電子メールを記載のうえ，書面でお申し出ください。

4) 掲載原稿の作成要領に関しましては承諾をご返事する際

にお知らせします。

5) 本会支部または研究懇談会が共催，協賛，後援を承諾し

た事業につきましては，その旨をメールにお書きいただき，

原稿ファイルを shomu＠jsac.or.jp にお送りください。

国際会議以外の共催，協賛，後援に関する規程抜粋

（共催）

8. 討論会，講演会等の共催とは，その討論会，講演会等の

開催について，本会は主体性を持たず，会誌等を通じて広報

活動等の援助を行う場合をいう。

9. 本会が討論会，講演会等を共催する場合は，その討論

会，講演会等の主要議題が本会の専門分野と関連を持ち，本

会正会員が会議の準備，運営等の委員に若干名加わることを

条件とする。

10. 本会が共催する討論会，講演会等に対しては，他学協会

長等の申し出によって会誌等による広報活動の援助を行う。

特に理事会の承認を得て分担金を支出することがある。

（後援又は協賛）

11. 討論会，講演会等の後援又は協賛とは，本会がその討論

会，講演会等の開催に賛同し，後援又は協賛団体の一つとし

て，本会名義の使用を認める場合をいう。

12. 本会が討論会，講演会等を後援又は協賛する場合は，そ

の討論会又は講演会が分析化学に関連を持ち，その開催が本

会会員にとっても有意義であることを条件とする。

13. 本会が後援又は協賛する討論会，講演会等に対しては，

希望に応じ会誌等による広報活動の援助を行うことがある。
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